





































































































































































































































































































































































































































個 人 研 究
く，祭政一致を己が村治の理念として来た村長森本勝太
郎は，昭和3年9月r松尾村治に対し思想上における根
本方針』を示し，村吏員・教育・産業その他各種団体も
これを容れて実践に努めた。」
　さらに1936年，天照皇太神，県社八幡社，村社諏訪社
を正面に奉祀した講堂を建設し，神社を中心とする村民
の融合団結，祭政一致の練成の場としたのであった。
　こうした，当時における「模範村」としての実績が認
められて．1938年，自治制発布50周年記念に，「優良町
村」として，内務大臣から表彰を受けたのであった。
　この「祭政一致」のイデオローグ森本勝太郎の養子
が，さぎに述べた「作興会」のイデオローグ森本州平で
ある。親子して，この地方の天皇制ファシズムのイデオ
ローグの役割を果したのだった。と同時に，この松尾村
こそ，この地方の範型をも示していったのである。
　ところでこの地方にはいまひとつの信仰が，村人の心
の世界をとらえてもいたのである。それは山岳信仰のひ
とつである富士信仰である。
　中世末の戦国乱世に発生した「富士講」は，やがてこ
の地方にも移入され，富士の霊力と天皇への忠孝がセッ
トされて「不二教」を生み出し，幕末にはこの地方で信
者数345を数える広がりを示し，さらに幕末の国学と溶
けあって新たに「実行教」を誕生させていった。これら
の系譜が，明治以降の「実行会」「作興会」へとつらな
っていったのである。
　ちなみに，富士信仰と天皇信仰とが結ばれ，信仰団体
から教化団体へと転位していった。その連結の思想のも
っとも鮮かな姿を，さきの「実行教」の「教義」のなか
にみておこう。???
　ここには，
の生活と政治をささえる規範が徐々にしかもなんの抵抗
もなくまさに自然形として形成されていった歴史の跡を
みることができるといえよう。地域や生活に根をおろし
た，民衆のなかにおける不可視の天皇信仰の歴史像がこ
こにはある。
　それとは別に，中世芸能の宝庫ともいわれるこの地に
は，霜月歌楽やさらに奉納歌舞伎や人形芝居などが豊か
に伝承されており，それら芸能を通して培かわれたひと
つの倫理観が，幕末にあるいは民権期に，さらに大正デ
モクラシー期に，素朴な民衆青年の「正義」と「抵抗」
の感性を育み，爆発させていった要素となっていったこ
惟神の大道を宣揚すること
富士山は地球の脳髄又其精神なりと信ずること
富士山を天祖参神分霊の分在所となすこと
賢所を遙拝し，皇統一系国体の無窮を祈ること
上下親睦家業を励むこと
　　　自然信仰と人神信仰とが溶けあって，民衆
とも改めて検証されねぽならない対象として残されてい
る。
　いずれにしても，遠くながく培かわれてきた，この地
の固有な宗教的風土とその信仰精神のなかにみられた天
皇信仰の不可視の歴史像が，昭和ファシズム期に，下か
ら無言でささえていった精神形象となっていったことだ
けは事実といえよう。
　「天皇制ファシズム」の「論理と心理」の深層を明晰
にするためには，従来の政治思想史の方法と民俗史の方
法との実証的架橋作業が推められなくてはならないこと
が，以上のことからも明瞭とならざるをえないことだけ
はたしかといえよう。
　三　学問的風土の特質
　次に改めてこの地方の特質として述べておかなくては
ならないテーマは，一般に教育県といわれる信州の，そ
の典型ともいえるこの地方の背景について，やや印象風
に記しておくこととする。
　それはひとことでいえば，すべて行動のまえに思想が
ある，という精神的風土というか気質についてである
が，それがどこからどのように形成されたかは定かでは
ないが，まさに印象風にいえば，それは，ある種のこの
地方の普遍神ともされた諏訪信仰の信仰共同体のなかか
ら育まれていったのでないかというのがわたしの予見で
ある。
　つまり，古代から一筋に諏訪信仰を中心として信仰
し，そのなかで培かわれた揺がぬ倫理観や信仰観を通し
て，すべてのものを問い判断していったという精神形象
とその伝承が，生活や実践の前途をつねに規制しあるい
は規範となっていったのではないかということである。
　そしていまひとつは，中世末に，歌人でもあった宗良
親王が遺していった歌道への尊崇が，近世に武士を中心
として歌道をさらに国学をさかんにしていったのではな
いかという系譜をみることができよう。
　とくに，幕末国学の隆盛はその典型的な例証といえよ
う。信仰から学問へ，そのなかでつねに自己のアイデン
ティティーを獲得しながら生きていく，という人生の道
をこの地の人びとは受けついでいったように思われてな
らないのである。
　自由民権期における民衆の組織的学習への渇望，大正
デモクラシー期の共同学習の主体的展開なども，その熱
い証左といえよう。
　信仰から歌へ，歌から学問へという精神的風土ゆえに
花開いた，二つの思想の激しい対立の歴史の展開であっ
たともいえる。だからこそ，つねにそのときどきに応じ
て．強く明瞭な世界観と人生観を己れのなかに宿したい
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と希望してきたのではなかったろうか。
　その意味では，歴史の価値判断は別としても，極めて
人間的歴史を刻んできた一地方と民衆であったとはいえ
よう。
　以上，主題に向けて，今後展開しようと予定している
数章にわたる論稿のラフ・スケッチを記して，ひとまず
筆を欄くこととする。
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